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長掌筋の作用に関する機能解剖学的研究
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　　　In　order　to　analyze　the　action　of　the　palmaris　longus（PL），　electrolnyographica1（EMG）study，

electrical　stirnulation　and　dissection　of　the　muscle　were　perforlned　with　special　reference　to　thumb

movement．
　　　The　PL　showed　Inarked　EMG　activities　during　thumb　abduction　and／or　oppositign．　The　pat－

te1’ns　of　activities　were　similar　to　those　of　the　abductor　pollicis　b・revis（AbPB）and　oppollens　po1－

licis（OpP）rather　than　to　those　of　the　wrist　fiexors　during　to－and－fro　movelnents　of　the　thumb

and　cylindrical　grasp．

　　　Electrical　stimulation　applied　to　the　PL　alone　resulted　in　wrist　fiexion　whereas　coactivation

of　the　PL　with　the　AbPB　or　OpP　further　abducted　or　opposed　the　thumb．

　　　In　addition　to　the　palmar　aponeurosis（PA），　the　PL　tendon　illserted　into　the　AbPB　and　OpP．

When　the　thumb　muscles　were　relaxed，　tension　induced　by　pulling　the　PL　was　transmitted　to

the　PA　and　resulted　in　wrist　fiexion．　Since　shortening　of　the　AbPB　and／or’．　OpP　pulled　the　PL

tendon，　tensien　by　PL　traction　was　primarily　transmitted　to　these　m囎cles，　causing　thumb　abduc－

tion　and　oPPosition．

　　　These　findings　showed　that　the　PL　had　an　action　of　thumb　abduction　and　opposition　as　a

synergist　of　the　AbPB　and　OpP　in　addition　to　wrist　flexion．　Shinshu　Med．ノ．，85：88－44，1987

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　June　30，ユ986）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手根を屈曲させることから，解剖学の成書において

1緒言　　 1）－10），椀側手根屈筋と尺側手根屈筋とともに，手根を

　長掌筋は前腕浅層屈筋群の1つであり，上腕骨内側　　屈曲させる筋に分類されている。また，変異が非常に

上顯，筋間中隔および前腕筋膜よりおこり，屈筋支帯　　多く認められる筋であり，日本人では3～6％，欧米

の遺位端および手掌腱膜の中央部に停止する細長い紡　　人では10～40％の頻度で筋腱がまったく欠損している

錘状の筋である1）。この筋は，手掌腱膜を緊張させ　　とされている11）12）。手根の屈筋としては他の2筋で
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Fig．1　Photograph　of　the　left　hand　of　a

　normal　healthy　man，　showing　the　tendon

　eminence　of　the　palmaris　longus（PL）in－

　duced　by　thumb　abduction．

　　This　phenomenon　occurs　without
　wrist　flexion．　An　arch　to　the　base　of

　the　thumb　which　is　supposed　to　be　the

　tendon　fibers　relating　to　thumb　abduc－

　tion　is　observed．

必要な筋力を確保できるため，整形外科領域では，長　　て各筋の筋腹に刺入留置し，筋電図を記録した。これ

掌筋の腱を腱移植に用いることが多い10）。　　　　　　　を，筆者らが開発した16）17）低雑音差動増幅器にて増

　このように，従来，長掌筋自身の作用については，　　幅後，整流および平均化処理18）を施し，データレコー

あまり重要視されていなかった。しかし，体表解剖学　　ダー（Shinkoh，　RCD－928）にて記録するとともに，

的には，手根を屈曲させず，母指を外転（掌側外転）　　ペンオシPグラフ（NEC　San－ei　8K23）にて描記し，

または対立させるだけでも，前腕屈側遠位部に長掌筋　　分析に用いた。不関電極は，前腕遠位部の尺骨茎状突

腱が緊張し隆起することが観察される（Fig．1）。また，　起部皮下に留置した。

前腕屈側近位部に表面電極をおき，浅層の筋活動を筋　　　　測定に際して，被験者は椅子に腰掛け，前腕を回内・

電図を用いて調べてみると，母指の外転・対立に際し，　　回外位の中間位に保ち，手根は約30度伸展（背屈）さ

本来この部位では認められないはずの筋放電が観察さ　　せた機能的肢位に保持して台上に置いた。この時，前

れた。これらの現象は，長掌筋が手根の屈曲作用だけ　　腕以下のすべての筋を弛緩させた状態をresting　po一

でなく，一部の母指動作へも関与していることを示唆

するものである。そこで，経皮的埋め込み電極を用い　　　　　　　　　　　　　o’

た筋電図分析と電気刺激実験および解剖用遺体におけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oる牽引実験の機能解剖学的な手法を用いて，長掌筋の　　　　　　　　45

作用を詳細に調べてみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’へ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　、、

手鷲蝿繍謙雛薪鍵曹議　　　’￥？）’　1
母指球より短母指外転筋（M．abductor　pollicis　bre一

vis：AbPB）・母指対立筋（M．　opponens　pollicis：　　　　　　　　　　　　　IBO°

OpP），前腕屈側より梼側手根屈筋（M．　fiexor　carpi
　　　　rad・・1…FCR）・尺側手根屈筋（M・－fl・x・r　carp・F’gih：。£c器艦、糖am°f　t°－and－f「°m°ve－

　　　　・1n・・is：FCU）および長掌筋（M・P・lmari・1・n－　　Th。mb，xt。n，i。n。nd・fl。xi。n，。pw。，d。nd

　　　　gus：PL）の5筋を選んだ。　　　　　　　　　　　　　　　downward　movements　from　the　neutral
　　　　　筋電導出は経皮的埋め込み電極法13）とし，テフロン　　　Position　Pa「allel　to　the　Palma「Plane・a「e

　　　　で被覆した直径75μのType　316ステンレス線を用い　　　　O　and．180　de9「ees’「esPectively°Thumb

層　　　　　　　　　。，　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　abduction，　the　movement　apart　from　the
　　　　て，Basmajianら14）15）か考案したものと同型の双極　　　palmar　plane，　is　gO　degrees　and　thumb

　　　　のつり針型電極を製作し，25ゲージの皮下針を用い　　　　adduction　is　270　degrees．
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sitionとし，実験における動作の起点とした。また，　　初に長掌筋の単独刺激を行い，次に，筆者らがすでに

鮒旨の動作には3関節が関与しているが，動作を単純　　報告した方法20）一・22）により母指動作に関与する8筋を

化させるため，指節間関節　（Art．　interphalangea　　組み合わせ刺激して母指を外転位に置くか，もしくは，

pollicis以下IP関節と略）および中手指節関節（Art・　短母指外転筋あるいは母指対立筋の単独刺激を行って

metacarpophalangea　pollicis以下MP関節と略）　　母指を外転または対立位に齪いた状態で，長掌筋の電

はresting　positionにおける関節角を保つようにし，　気刺激を行った。刺激波として，パルス幅0．2msec，

最も近位部にあり自由度の大きい手根中手関節（Art，　刺激周波数20Hz，最大刺激電圧一15Vの負性矩形波

carpometacarpea　pollicis以下CMC関節と略）　　を用いた23）24）。

を動作の中心として実験を行った。この際・母指の　　C　長掌筋の牽引実験

動作を表示しやすくするため，第一中手骨骨頭部の　　　生体に近い状況を再現するため，死後硬直の解けた，

reSting　pOsitionにおける位置を原点とし・そこよ　　関節のi柔軟性が保たれている未間定の解剖用遺体の上

り鉛直上向きを0度・下向きを180度，これと直交し　　肢（1体左右，計2側）を上腕部で切断し，実験に用

示指より離れる方向を90度・近づく方向を270度とし　　いた。これを自作した牽引装畳の台上に置き，前腕屈

た（Fig・　2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側と手掌に皮切を加え，長掌筋・手掌腱膜および母指

　分析した母指動作は，次の3種である。　　　　　　球の筋を露出した。また，短母指外転筋と母指対立筋

　1　原点から各角度方向への往復運動　　　　　　　　の筋腹を約1～1．5cm切除し，両断端聞に小型の開創

　　（0度方向より始めて45度stepで315度方向まで）　　器（LAWTON，21－0150，　Stainless，　Germany　d）

　2　母指の先端が，第二・第三・第四指列面上にお　　を縫いつけ，開創器を開閉することにより筋長を調節

　　ける外転運動　　　　　　　　　　　　　　　　　できるようにした。次いで，長掌筋腱の近位部に糸を

　3　コップを用いた円筒握り動作　（Cylindrical　　縫いつけ，滑車を用いて筋の起始方向へ牽引した。こ

　　grasp）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時，短母指外転筋と母指対立筋の筋長を変え，これ

　上記の各運動時の筋電振幅について平均化処理を行　　ら両筋の収縮状態と弛緩状態における長掌筋の作用の

った。検出を行った各筋について，各々の筋の本来の　　違いを調べた。実験終了後，長掌筋の停止部を解剖し，

作用方向で負荷運動を行い，最大筋活動を認めたとき　　手紫腱膜および母指球の筋との関係を調べた。

の振1隔を最大振幅とした。各筋について，1，2，3の

翻時の平均化腿後の鯛振幅の前言己最大振幅剛　　　　皿結　果

する百分率を求め，これを各筋の活動度とした。　　　　A　筋電図分析　’

B　電気刺激実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　原点から各角度方向への往復運動

　テフロソで被覆した直径75μのType　316ステソレ　　　Fig．3に，母指を原点から各角度方向へ往復運動さ

ス線を単極刺激電極として用いた。これを，健常被験　　せた際の，平均化処理後の筋電図の例を示す。また，

者5名（男4名，女1名，21～39歳）の左手母指の各　　この時の筋の活動度をグラフ褒示したものがFig．4で

筋のmotor　pointへ，27ゲージの皮下針を用いて刺　　ある。

入留置した。電気刺激の対象とした筋は，長掌筋（PL）　　短母指外転筋（AbPB）の最大の筋活動は母指動作

と，母指動作に関与している長母指伸筋（M，extensor　　の90度から135度方向で認められたが，筋の活動範囲

pollicis　longus；EPL）・短母指伸筋（M．　extensor　　は母指対立筋（OpP）より狭い範囲に限定されていた。

pollicis　brevis：EPB）・長涯封旨外転筋（M．abductor　　母指対立筋の最大筋活動の方向は短母指外転筋と同様

pollicis　longus：AbPL）・短母指外転筋（AbPB）・　　90度から135度であったが，筋の活動範囲はo度から

母指対立筋（OpP）・短母指属筋（M．　fiexor　pollicis　　270度方向のかなり広い範囲にわたっていた。特に，

brevis：FPB）・母指内転筋（M．　adductor　pollicis　　225度方向は，短母指外転筋の活動がほとんど認めら

：AdP）。第一一一一一背側骨問筋（M．　interosseus　dorsalis　　れなかったのに対し，母指対立筋の活動は約25％と著

1：1DI）の8筋とした。不関電極は，上腕近位部表　　明であった。これは，この方向への動作が，母指の外

面に置いた。これらを，－R　・一ソナルコンピューター　　転要素を含まないものの，対立要素を含んでいるため

（NEC　PC8801　MKH　SR）を用いた16チャソネル出　　と考えられ，両筋の作用の違いが良く表れている。椀

力の電気刺激装1置19）に接続した。電気刺激実験は，最　　　側手根属筋（FCR）と尺側手根屈筋（FCU）は，本来
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Fig．3Averaged　EMG　activities　during　to－and・fro　movements　of　the　thumb　from　the

　resting　Position　in　each　direction・

の手根屈曲時に示される活動度に比し，きわめて少な　　いる示指，中指，薬指を含む面を，それぞれ第二，第

い活動度を示した。これは，今回の母指動作の測定に　　三，第四指列面として，これらの面上に母指の先端を

当たって，前腕を回内・回外位の中間位に保持したた　　置き母指を外転させた（Fig．5）。外転の度合いは，母

め，手根の固定に必要な筋力が微小であったことを示　　指中手骨と示指中手骨とのなす角度を測定し，その

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　starting　positionからの変化量で表現した。　Fig。6

　ところが，椀側手根屈筋と尺側手根屈筋と同様に手　　　は，第≒指列面において母指を外転方向へ往復運動さ

根の屈曲作用を持つ長掌筋（PL）は，母指動作の主動　　せた際の，平均化処理後の筋電図の例である。横軸は

筋である短母指外転筋と母指対立筋に匹敵する活動度　　外転の度合いを衷す。短母指外転筋（AbPB）と母指

を示し，筋放電を示す動作方向も，これら両筋に近似　　対立筋（OpP）では母指の外転の度合いに比例して筋

したパターソを示した。すなわち，長掌筋は母指動作　　放電量の増加が講められたが，椀側手根屈筋（FCR）

の180度方向で筋活動のピークを示すものの，短母指　　　と尺側手根屈筋（FCU）では最大外転時に初めて筋

外転筋と母指対立筋の主たる活動方向である90度およ　　活動が認められた。前の2筋は主動筋としての活動様

び135度方向への動作時にも著明な筋活動を認めた。　　式を示し，後の2筋は手根の固定筋としての活動様式

このことより，母指の外転・対立に際し，長掌筋は短　　を示していると考えられる。長掌筋（PL）は中等度

母指外転筋と母指対立筋と同期して活動していること　　の外転から筋活動を示し始め，以後，最大外転時まで

が示唆された。このように，長掌筋が母指動作時に著　　比例的に増加した。これらの結果より，軽度の運動は，

明な筋活動を示し，椀側手根屈筋や尺側手根屈筋より　　主動筋である短N指外転筋と母指対立筋によって行わ

も，むしろ母指対立筋と短母指外転筋に似たパターソ　　れ，中等度以上の強度が必要な動作において，長掌筋

を示す現象は，7名の被験者中6名に認められた。　　　が補助的に働いていることが考えられた。

　2　第二・第三・第四指列面における母指の外転運　　　これらの筋電図を筋の活動度で表し，3種の高さに

　　動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おける外転運動をまとめたグラフがFig．7である。

　Resting　positionにおいて，軽度屈曲位をとって　　縦軸は筋放電量の百分率を表す。短母指外転筋（Ab
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Fig．4　0ctagonal　displays　of　normalyzed　EMG　activities　during　to－and－fro　rnovements

　of　the　thumb，
　　The　center　and　each　vertex　of　the　ocヒagon　indicate　O％and　100％ill　each　direction．

　The　percentage　is　a　rate　of　the　amplitude　of　averaged　EMG　in　each　muscle　to

　the　maximum　amplitude　of　the　averaged　EMG　in　the　maximum　contractile　movement

　of　each　muscle，　The　activity　of　the　PL　is　similar　to　that　of　the　abductor　pollicis

　brevis（AbPB）and　opponens　pollicis（OpP）．　2，3，4　and　5　represellt　the　tips　of　tlle

　respectiVe　fingerS．

PB）と母指対立筋（OpP）は，外転の増加によるほか，　双方の作用のあることが示唆された。

億指先端の高さが低くなるほど，すなわち対立の度合　　　　3　円筒握り動作

いが強くなるほど，筋放電量の増加が認められた。椀　　　Fig，8は，母指を第二指列面にて外転させ，手を開

側手根屈筋（FCR）と尺側手根屈筋（FCU）も，母指　　き，コップを把持した後再び手を開くという，一連の

の高さが低くなるにつれて，最大外転位に達する前に　　把持動作の筋電図を示している。ここでも長裳筋（PL）

筋放電が認められるようになったが，活動度は小さか　　は短母指外転筋（AbPB）・母指対立筋（OpP）と同一

った。長掌筋はそれぞれの高さにおいて中等度の外転　　のパターンを示し，把持に際して筋放電量が著明に減

から筋活動を示し，短母指外転筋と母指対立筋の主動　　少している。一方，挽側手根屈筋（FCR）・尺側手根屈

筋グループと，椀側乎根屈筋と尺側手根屈筋の手根の　　筋（FCU）とは連動せず，特にこの例においては，尺

固定筋グループとの中間のパターソを示し，この筋に　　側手根屈筋はまったく逆のパターンを示した。これは，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尺側手根屈筋が，把持に際して手根を固定させるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に働いたものと考えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　電気刺激実験

　　　　　　　　　　　　　壷　　　　　1長掌筋の単独刺激
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上肢の力をできるだけ抜いた状態で前腕を中間位ま

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　たは回外位に固定し，長掌筋を単独で電気刺激した。

　　　　　2nd　　　　，　　　　　　　　　　　　　刺激電圧を上げるに従い長掌筋の収縮力が増し，手根

　　　　　3，“君　　　　 の舳が生・た．・の繍・・名の撒者全購め
　　　　　4th君一一　　　　s2z・3名においては・脅㈱剛も伴・た・塾
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　長掌筋の収撫こ伴った購の動きe－X・まったく認めら

　　　　　　　　　　starting　　　　　　　　れなかつた・
　　　　　　　　　　　position　　　　　　　　　　　2　電気刺激による母指外転位での長掌筋刺激

Fig．．5　S。h，m、ti、　di。g，am。f　th。mb。bd。、ti。n　母指動作に関与する8個の筋（EPL‘EPB“AbPL

　on　digital　planes・　　　　　　　　　　　　　　・AbPB・OpP・FPB。AdP。1DI）を組み合わせ
tl轟hdl9｝1譜、、艦、1’憂欝s轟轟1刺激して賭を外働・置く・・あ…は，鰯才旨外

　right　to　the　palmar　plane．　Solid　circles　　転筋を単独で電気刺激し母指を外転位に置いて，長掌

盤儲。正he　sta「t’ng　P°s’ti°ns°f　th”mb働・電気轍をカPえ・と・長輔の収伽轍る・・つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，母指がさらに外転するのが認められた（Fig，9）。

一㎞

。，p　＿M，AL搬欝離二療畿鑑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　短母指外転筋と母指対立筋を弛緩させた状態で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の長掌筋の牽引

，。R＿rtVL　，灘癬濃鼎灘蕩難綴轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激時と同様，手根の屈曲が生じた。この時，前腕の回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内と手根の内転（尺屈）を伴ったが，母指の位置は変

FGU＿＿」帆．化蹴撫猛嘉。　状態での購の牽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短母指外転筋に取りつけた筋長調節装置により筋を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短縮させ，母指を外転位に固定した後，長掌筋を牽引

　　PL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。その結果，まず，徐々に母指が外転しはじめ，

　　　　　　　　　5e　1・e一㈹　禦雛蟹鰹セこ猷肺めて手鰯

　　　　　　　　dθgreθs　of　thumb　abduotion　　　　　　3　母指対立筋を短縮させた状態での長掌筋の牽引

Fig・6AYeraged　EMG　activities　during　thumb　　　母指対立筋のみを短縮させ，長掌筋を牽引した場合
ab峵Na。器h諸，ε孟gil盤P野、。d、heも，ほぼ・の実験・同様賭・外転・轍・た（・i，．

　thumb　muscles　is　well　represented．　　　　　10・c）。ただし，外転の増加量は短母指外転筋の場合
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Fig，7　Norlnalyzed　EMG　activities　vs　degrees　of　thumb　abductio皿at　different　digital

　planes。
　　The　activities　of　the　thumb　muscles（AbPB，　OpP）increase　in　accordance　with
　increases　in　thumb　abduction　and　opposition．　The　wrist　fiexors　such　as　the　flexor

　carpi　radialis（FCR）and　ulnaris（FCU）are　active　only　when　extreme　abduction　of　the

　thumb　is　achieved，　The　PL　has　characteristics　of　both　the　thumb　muscles　and
　the　wrist　flexors．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが認められた。短母指外転筋を切断部より近位方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向へ翻してみると，母指球へ移行している線維は，単

FCR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に筋膜へ移行しているだけでなく・短母指外転筋と母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指対立筋の起始の一部にもなっていることが観察され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た（Fig．11）。長掌筋腱の線維のうちこれら両筋の起始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腱に移行している線維の墨は短母指外転筋の方が多か

FCU＿＿＿＿ノ〆㌔＿　。た。鵬掛転鳶芳および母納立伽・弛緩した状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で長掌筋腱を牽引すると，手裳腱膜へ行く線維のみが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊張し，手根の屈曲が生じた。短母指外転筋あるいは

，、＿胤∫）L灘望灘馨瞥蕪讐1莫薦磐
　　　　　　　　一一一呼一一一一一一→　　　程度外転方向へ牽引された後，手掌腱膜へ行く線維が
，、9．、Aver。g，dE温。叢鴇1i。器l　gra，P．緊張す・・と・・観察…た・・の・鞭母指外転筋の

　　The　activity　of　the　PL　is　similar　to　those　　筋膜を除去すると，燈指の外転の度合いが減少した・

　of　the　thumb　muscles．
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Fig．9　Photographs　of　the　left　hand　of　a　normal　healthy　lnan，　showing　the　effect

　of　electrical　stimulation　of　the　PL．

　　Left：Thumb　abduction　obtained　by　coordinated　stimulation　of　eight　thumb
　Inuscles．

　　Right：Additional　stilnulation　of　the　PL　induced　further　thumb　abduction．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とが判明した。ことに，この共同作用は，母指が両筋

　　　　　　　　「v考　察　　　　　の欄でより外転あるいは対並にあるとき噸著と

A　母指動作に対する長掌筋の関与について　　　　　　なることが認められた。したがって，長掌筋の作用は，

　1944年，Inmanら25）は，それまでの遺体を用いた　　一元的なものではなく，短母指外転筋および母指対立

解剖学的研究方法に加えて，初めて，健常被験者に対　　　筋の張力あるいは筋の長さに依存していることが示唆

する筋電図を用いた機能解剖学的動作分析について報　　された。これは，長掌筋の腱が，短母指外転筋の筋膜

告した。以来，人体のあらゆる骨格筋について，この　　に移行するとともに，短母指外転筋と母指対立筋の起

方法による研究が進められてきた。長掌筋についても，　始腱となっていることと関係があるものと思われる。

その報告例は少ないものの，筋電図による動作解析が　　　これを，長掌筋停止部の解剖学的所見を基に，模式的

なされ，手根の屈筋としての役割を持つことが報告さ　　に表したものがFig．12である。すなわち，母指球

れている26）27）。一方，1953年，Kaplan28）は，長掌筋　　の筋が弛緩した状態で長掌筋が収縮すると，手掌腱膜

が母指の外転・対立運動に関与していることを初めて　　へ行く線維のみが緊張して手根の屈曲が生じ（N，短母

記載した。その中で彼は，長掌筋は手根の屈筋として　　指外転筋あるいは母指対立筋が収縮した状態で長掌筋

はあまり重要ではなく，むしろ母指の外転に対する強　　が収縮すると，母指球へ行く線維が緊張して長掌筋の

力な協力筋であると述べている。さらに，そのメヵ二　　張力がそれら各筋に伝播し，母指の外転・対立作用を

ズムとして，長掌筋腱が短母指外転筋に停止する例が　　生じさせる（B）ものと考えられた。また，これらの知見

多いことに関係があると推測している。また，1971年　　を短母指外転筋および母指対立筋の側からとらえると，

RadonjicとLong26）は，手を開く動f乍（opening　　長掌筋の緊張がこれら2筋の作動起点を安定化させ，

motion）において，　openingの速度あるいは力が増　　母指のより有効な把持動作を可能にさせると同時に，

すと，長掌筋に筋活動が認められることを報告してい　　これらの作動起点を移動させることにより，外転・対

る。しかし彼らは，手のopeningに長掌筋が関わる　　立の運動方向を微妙に調節していると考えられる。

メカニズムや母指動作との関係については言及してい　　　長掌筋と短母指外転筋や母指対立筋との共同作用で

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生じる母指の外転・対立運動を比較すると，外転運動

　今回の一連の機能解剖学的解析結果より，Kaplan　　の方がより大ぎく引きおこされることが判明した。こ

28）が推測したように，長掌筋が短母指外転筋や母指対　　れは，母指対立筋にも外転作用があるということのほ

立筋と共同して母指の外転・対立運動を引きおこすこ　　かに，長掌筋腱の線維のうちこれら両筋の起始腱に移

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vol．35



長掌筋の機能解剖学

x

（a）

（b）

ノ胤rw Y　　　／　　　　　　一　　　’　　・一　　フド　　厩・　一”　　　　　・　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　、一　　　　　　　　　　　．．　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　　・

（G）

　　　Fig．10　Photographs　of　the　left　hand　of　a　cadaver，　demonstrating　the　effect　of

　　　　　terldon　traction　of　the　PL．

　　　　　　　Tendon　traction　without　shortening　of　the　AbPB　and　OpP（a），　with　shortening

』　　　of　the　AbPB（b）and　of　the　OpP（c）．　Photographs　on　the　left　and　right　sides　show

　　　　　the　hand　before　and　during　tendon　traction　of　the　PL．
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Fig．11　Photograph　of　the　right　hand　of　a

　cadaver，　showing　dissection　of　the　PL

　tendon．

　　The　tendon　of　the　PL　is　attached　to
　the　palmar　aponeurosis　and　thenar　fascia．

　The　tendon　to　the　thenar　also　ends　in　the

　origins　of　the　AbPB　and　OpP．

ω　　　　　　大きな役割蠣じているものとtik・測された・

z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一　　　　　　　ア・

　長掌筋と短母指外転筋あるいは母指対立筋との組み

合わせ刺激において，外転・対立の程度は被験者によ

って異なり，さらに，母指球へ行く腱が認められるに

もかかわらず外転・対立動作の生じないものが5例中
PL＜ト　　ぐ一■・・．b　Nx　　＼　　　　　　　　　　　　2例あった。また，筋電図分析においても，長掌筋が

　　　　　　　（B）　Abduction・％Opposition　　　　　　数の例において母指球への線維の移行を認めるが，そ

　　　　　　　　　　　　　r　　　　　の移行形式には鰍の変異がある。とが判肌ている

　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　（市江ら；未発表）。したがって，このような変異が

　　　　　κ　　　　　 長掌筋の綱の違いの一Nとな。て・・るとも叡られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　臨床医学への応用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従来，整形外科領域では，長掌筋の腱が腱移植に用

Fig．12　Schematic　diagram　explaining　the　　　いられて来た。しかし，母指の外転・対立に対する長

　　mechanism　of　thumb　abduction　by　the　　　掌筋の補助作用を，積極的に利用することも考えられ

　　PL．　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　る。近年，医用電子工学およびリハビリテーションの
　　。識「ll繍蕪離慧1、器難llll分野におい・，頸騰や脳卒中等備・た手・機

　　mitted　to　the　palmar　aponeurosis（A）．　　　能再建方法として・機能的電気刺激が実用化しつつあ

　　When　the　AbPB　and／or　OpP　are　under　　　る16）17）19）－24）29）－37）。これは，下位運動二＝－Pン以

　　cont「a『tion・the　PL　tension　is　primarily　　　下が損傷を受けていない場合に，各筋のmotor　point

　　transmltted　to　the　thenar　muscles　and
　　results　in　thumb　abduction（B）．　　　　　　へ電極を埋め込み，コv／ピューターを用いて把持動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を制御しようというものである。把持においては，手

行している線維の量が，短母指外転筋の方に多いこと　　を開いた時，すなわち母指を外転・対立させた時の母

も一因と思われた。また，短母指外転筋の筋膜を除去　　指と手掌面とのなす空間の広さが把持対象物の大きさ

すると共同的外転運動の大きさが減少することから，　　を規定している。ここで，患者の長掌筋が母指の外転

この筋膜に移行している長掌筋腱の線維も外転運動に　　に対する協力筋であれば，母指を外転位に保持して手

母指動作に関与していないと思われる所見を示したも

のが，7例中1例あった。このような長掌筋の作用の

違いが見られる例があることに対する明確な解答は今

のところ得られていない。しかし，その後行った系統

解剖実習用遺体における長掌筋の解剖所見では，大多
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を開く時に長掌筋を同時に電気刺激することで，この　　待できる。

空間を拡大させ，さらに大きな対象物を把持すること

が可能となるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　本論文の要旨は，第91回日本解剖学会総会（1986年

　　　　　　　v結　語　　　　4月凍京）において骸圃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稿を終わるにあたり，終始御指導を賜わりました恩

　長掌筋には，本来の手根屈曲作用のほかに，短母指　　師志水義房教授，半田康延助教授に深く感謝いたしま

外転筋・母指対立筋と’協力して，母指の外転・対立を　　す。また，御助力いただきました北海道大学応用電気

補助する作用のあることが判明した。この作用は，す　　研究所星宮望教授，儒州大学医療技術短期大学部松下

べての長掌筋において認められるものではなく，個人　　登助教授，当教室西沢寿晃助手，内藤輝助手，宮田康

差も存在するが，本研究被験者の60％以上に認められ　　夫氏，横内久美子氏，半田勉氏，信州大学医学都およ

た。また，麻痺手に対する機能的電気刺激に，長掌筋　　び医療技術短期大学部の学生諸君に対し，厚くお礼申

への刺激を応用することにより，把持動作の改善が期　　　し上げます。
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